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研究・研修実施者名（所属） 山岡 詩織 

 

 

成果区分 
□学会発表 □論文掲載 ■資格取得 □認定更新 □試験合格 

□単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 山岡 詩織（看護部） 

学会名(会期・場所)、認定名等 NST専門療法士 

演題名・認証交付元等 日本臨床栄養代謝学会認定 

取得日・認定期間等 2020年取得見込み 

診療報酬加算の有無 ■加算有（ 栄養サポートチーム加算 ）  □加算無 

 

 

目的及び方法、成果の内容 

 

① 目  的 

2018 年度から、当院が NST 専門療法士認定教育施設に認定された。合計 40 時間の実地修練を終了

し、かつ日本静脈経腸栄養学会が認める学会、地方会、研究会への参加単位が 30 単位以上取得し、か

つ試験に合格することで NST 専門療法士の資格取得が可能となった。栄養サポート実施加算は栄養管

理に係わる所定の研修を終了した専任の医師、看護師、薬剤師、管理栄養士からなる NST の存在が算

定必須要件となっている。現在のところ当院には 5 名の NST 専門療法士が在籍しているが、看護師は

2 名のみであり、有資格の看護師は慢性的に不足している。 

本申請による目的は、NST専門療法士取得とする。これにより、当院における栄養療法の質の向上が

見込める。また、診療報酬上も貢献度が高い。よって、資格取得のために第 12回日本静脈経腸栄養学

会中国四国支部学術集会への参加は必要である。 

 

 

② 方  法 

2019 年度の第 12 回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会に栄養サポートセンターから山岡詩織

を代表で派遣し、発表する。 

学会 ：第 12回日本静脈経腸栄養学会中国支部学術集会 

会期 ：2019年 8月 10日（土） 

会場 ：ANA クラウンプラザホテル宇部 

 本学術集会に参加することにより、日本臨床代謝栄養学会（旧日本静脈経腸栄養学会）が定める NST

専門療法士の受験資格である単位数 30 単位のうち 5単位を取得可能である。 

学術集会で収集した栄養管理に関する情報を自部署看護師と共有し、栄養管理の知識と質の向上を

図る。さらに可能であれば、NSTメンバー及び栄養サポートに従事するリンクナースへ情報提供をおこ

なう。これにより病院全体の栄養管理の知識と質の向上を図る。 
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③ 成  果 

受け持ち看護師として関わった「NST介入により経口摂取へ移行することができた多発外傷患者の一

例」の症例について下図の資料を用いて発表した。症例をまとめるにあたり、NST 介入方法や看護につ

いて振り返ることで、病態下の栄養法の実際や客観的に自分の看護を考察することができた。また個

人だけでなく、自部署においてカンファレンスで事例を取り上げ、病態と栄養法・看護師の役割につい

て共有することで、栄養に対する知識や意識向上に繋がったと考えられる。 

 本学術集会に参加し、他施設における症例や独自の栄養評価法、周手術期における栄養療法などの

取り組みを知ることができたと同時に様々な視点があると感じた。得た知識や情報は自部署看護師の

参加者と共有した。今後の NST 活動や看護において、柔軟な視点をもって栄養管理に関する意識向上

のための方法を考えていくことが課題である。 

本学術集会に参加することにより日本臨床代謝栄養学会認定の NST 専門療法士の資格取得に必要な

単位を得て、資格取得見込みである。貴重な発表の機会を戴いたことに御礼申し上げます。 
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